
 

 

 

 

第 ３ ８ ５ 回  
 

香 川 海 区 漁 業 調 整 委 員 会 議 事 録  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ３ 年 １ ２ 月 １ ５ 日  



 - 1 -

第 ３ ８ ５ 回 香 川 海 区 漁 業 調 整 委 員 会 議 事 録  

 

１ ． 開 催 年 月 日    令 和 ３ 年 １ ２ 月 １ ５ 日   

午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 ～ １ １ 時 ０ ５ 分  

 

２ ． 開 催 場 所     高 松 市 番 町 四 丁 目 １ 番 １ ０ 号  

          香 川 県 庁 本 館 １ ２ 階  大 会 議 室  

 

３ ． 出 席 し た 委 員  

会   長  北  尾  登 史 郎  

委   員   橋  本  時  雄  

〃   宇  山  哲  司  

〃   北  野  廣  治  

 〃      森    勝  喜  

〃      三  木  正  幸  

 〃   志  摩  重  美  

〃   山  口   豊  

〃   岩  田  英  行  

 〃   嶋  野  勝  路  

 〃   大  北  永  吏  

 〃   筒  井  由  果  

 〃   松  本   悟  

 

４ ． 関 係 列 席 者  

水産課、事務局 

課 長 兼 事 務 局 長   柏 山  浩 史 

課長補佐兼事務局次長   大 山  憲 一 

副    主       幹      中 山  博 志 

主         任   益 井  敏 光 

主  任  技  師     秦   正 樹 

主  任  技  師     恩 田  拓 尭 

技        師   大數賀  真 由 
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５．議事事項とその結果 

  第１号議案 「香川県資源管理方針の変更について（諮問）」 

   諮問された内容で適当である旨答申することに決定した。 

  第２号議案 「まあじ及びまいわし太平洋系群に関する知事管理漁獲可能量について

（諮問）」 

   諮問された内容で適当である旨答申することに決定した。 

  第３号議案 「令和３年度連合海区漁業調整委員会について（協議）」 

   事前協議の内容を事務局が説明した。 

  第４号議案 「第43回瀬戸内海広域漁業調整委員会について（報告）」 

   事務局が概要を報告した。 

  第５号議案 「資源管理の状況等の報告（区画漁業権）について（報告）」 

   事務局が概要を報告した。 

  その他 

   ナルトビエイの駆除等についての意見が交わされた。 

 

６．議事のあらまし 

北尾会長があいさつの後、議長となり、議事録署名人に志摩委員と松本委員を指名

して議事を進行した。 

 

〔北尾会長〕 

それでは議題に入ります。「香川県資源管理方針の変更について」知事から諮問が

参っております。事務局説明願います。 

〔事務局（恩田主任技師）〕 

   （資料１に基づいて説明） 

〔北尾会長〕 

   ただいま、香川県資源管理方針の変更について説明がありました。この件について

何か意見等ありますか。 

（一同、意見なし） 

〔北尾会長〕 

それでは、よろしいでしょうか。 

（一同、異議なし） 

〔北尾会長〕 

それでは、本件については、適当である旨、答申することとします。 

   続きまして「まあじ及びまいわし太平洋系群に関する知事管理漁獲可能量について」、

事務局から説明願います。 

〔事務局（恩田主任技師）〕 

   （資料２に基づいて説明） 

〔北尾会長〕 

   ただいま、まあじ及びまいわし太平洋系群に関する知事管理漁獲可能量についての

説明がありました。この件について何か意見等ありますか。 

〔北野委員〕 
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   漁獲可能量は「現行水準」ということですが、水揚高の統計はとっているのでしょ

うか。 

〔事務局（恩田主任技師）〕 

   許可の件数や漁業権の件数を今以上に大幅に増加させないという、漁獲努力量を制

限する形で管理することとしています。 

〔北野委員〕 

   年間の水揚高が出ていないのに、「現行水準」といわれてもぴんときません。 

〔事務局（恩田主任技師）〕 

   国から県に対して、目安としてこういったトン数を維持してくださいという通知が

きていますが、特段これによって規制がかかるというわけではありません。県として

は、システムで漁獲量の報告を受けつつ、状況を見ながら対応しているところでござ

います。 

〔北尾会長〕 

   香川県の場合、全国に占める漁獲量の割合が低いということで、このような管理に

なっています。他に、何か質問等ありますか。 

（一同、異議なし） 

〔北尾会長〕 

それでは、本件については、適当である旨、答申することとします。 

   続きまして「令和３年度連合海区漁業調整委員会について」、事務局から説明願い

ます。 

〔事務局（大數賀技師）〕 

   （資料３に基づいて説明） 

〔北尾会長〕 

   ただいま、令和３年度連合海区漁業調整委員会について説明がありました。事務局

の方では、三海区ともに現時点で特に懸案事項等はないということですが、各委員さ

んにおかれましては、地元等の意見を確認していただき、次回の委員会までにとりま

とめをしていただければと思います。 

また、新型コロナウイルスの関係で、Web方式での開催になろうかと思いますが、ご

協力のほどよろしくお願いいたします。 

これらの件に関して、何か質問等ありますか。 

（一同、意見なし） 

〔北尾会長〕 

それでは、本件についてお気づきの点等ございましたら、事務局まで連絡ください。 

   続きまして「第43回瀬戸内海広域漁業調整委員会について」、事務局から説明願い

ます。 

〔事務局（大數賀技師）〕 

   （資料４に基づいて説明） 

〔北尾会長〕 

   瀬戸内海広域漁業調整委員会につきましては、嶋野委員さんに委員としてご出席を

いただいております。嶋野委員さんから何かございますか。 

〔嶋野委員〕 
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特段ございません。 

〔北尾会長〕 

   この件に関して、外に意見等ございますか。 

（一同、意見なし） 

〔北尾会長〕 

ありがとうございました。 

それでは、続きまして「資源管理の状況等の報告（区画漁業権）について」、事務

局から説明願います。 

〔事務局（中山副主幹）〕 

   （資料５に基づいて説明） 

〔北尾会長〕 

   ただいま、区画漁業権の資源管理の状況等の報告について説明がありました。この

件に関して、何か質問等ありますか。 

（一同、意見なし） 

〔北尾会長〕 

ありがとうございました。 

それでは「その他」において、委員の皆様何かございますでしょうか。 

〔橋本委員〕 

   高松前はナルトビエイが多く、その駆除を水産課の方でお願いできないでしょうか。 

〔事務局（柏山課長）〕 

ナルトビエイについては、昨年中讃地区で効率的な駆除の方法について試験してい

ただいたところです。県としても、高松、中讃地区において、夏場になるとナルトビ

エイが出てくるという話を聞いております。まず、いつ、どこで、どういうふうなタ

イミングで出てきているのか、そういう生物的な情報も把握しながら、効率的な駆除

方法は何かないかということで、県としてもぜひ取り組んでいきたいと考えていると

ころです。そういう中で、漁業者の皆様方の協力もいただきながら、どういう方法が

あるのか相談していきたいと考えています。 

いきなり補助というのは難しく、まずは現状を把握した中でということになります

が、さりとて待ったなしという状況もあろうかと思います。一緒になって取り組んで

いきたいと思いますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

〔北野委員〕 

水産課でナルトビエイの生態は調べていないのですか。冬になると網に乗らなくな

ります。 

〔事務局（柏山課長）〕 

他県の情報ですが、水温が15～16度になると、湾内から沖に出ていくと聞いており、

水温にあわせて移動しているのだと思います。ですから、春先になって水温が上がっ

てきた頃に、西から来るのか、東から来るのか、北から来るのか分かりませんが、香

川県海面に入って来るのだろうと思います。その辺りも、一度統一的に調査をしたい

なと考えてございます。 

それともう一つは、何をどのくらい食べているのかも大切かと思っていますので、

そこも調査していきたいと考えてございます。 



 - 5 -

〔北野委員〕 

底びき網にナルトビエイが何トンも乗って、網を揚げられないということが、年に

何回もあります。 

〔橋本委員〕 

商品価値を生むようなことを考えてほしいです。 

〔志摩委員〕 

北野委員が言われるように、底びき網に１トンも２トンも乗った時、持って帰って

も売り物にならないし、沖でそのまま逃したり、場合によっては死んでいるときもあ

ります。このように緊急的な対処が求められるときにどう対応すればよいのか、この

辺りを行政にも考えてほしいです。 

駆除をするにしても、漁師が満足するだけの量を有料で処理するとなると相当な経

費がかかります。駆除用の特別な採捕の許可の場合だと、その辺りも何とかなると思

いますが、たくさん獲った時にどうすればよいのか、昨年駆除試験をやってみて課題

を感じましたので報告しておきます。行政も一緒に対策を考えていただきたいです。 

〔北野委員〕 

底びきの人は、ナルトビエイが７～８尾のときは殺して捨てるようにしていますが、

網が揚がらないようなときは、そのまま放らざるをえない状況です。 

〔橋本委員〕 

かつお流せでは、網がボロボロになるし、だんごになって揚がってくるとネットが

止まってしまいます。棘が危なくて捌けないし、網を少しずつ巻いては網を切って取

り除いているのが実態です。 

〔事務局（柏山課長）〕 

現場での漁師さんのお話も聞いております。今後対策を進めていくにおいては、志

摩委員が言われたような部分も大きな課題だと認識しています。 

〔北尾会長〕 

   よろしくお願いいたします。その他何かございますか。 

（一同、意見なし） 

〔北尾会長〕 

それでは、これで海区委員会を閉じたいと思います。令和３年は、今回が最後の委

員会となります。どうぞよいお年をお迎えください。本日はありがとうございました。 

 

〔閉  会   午前１１時０５分〕 

 

  

上記は第３８５回香川海区漁業調整委員会の議事の顛末に相違ありません。 

 

                 議  長  北 尾 登史郎 

 

                 署名委員  志 摩 重 美 

 

                 署名委員  松 本  悟 


